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1.はじめに

仏教文献は大きく経律論の経典類と各国で作られた撰述仏書等に分けて見ることができる。

本考で取り扱う文献は撰述仏書であり、その中でも韓国撰述仏書である。韓国で撰述された仏

書は新羅時代、高麗時代、朝鮮時代の仏書に区分をすることができるが、新羅時代の現存する

仏書は総54種で、その中の46種は韓国に残っておらず、日本のみに存在している 1)。また、高

麗時代の中には、一部も韓国には伝来しておらず、日本にのみ残っているものもある九

新羅時代撰述仏書の大部分は、出続蔵経や大正新情大蔵経に収録されており、高麗時代撰述

仏書は f韓国仏教全書』に紹介されている。それでも、近代以前に刊写された原本に対する重

要性が減少するわけではない。板刻された時代が違ったり、筆写された人物が異なる場合、文

字の加減や時代によっての解釈方法に違いがあるため、文献の系統を把握して、時代別原本の

研究が非常に重要になるためである。このような古文献については、日本所在の各図書館や寺

利文庫の目録を通して、全体的な所蔵現状を把握することができるD しかし、これまでこれに

対する正確な統計を割り出すことはできていなしh 特に韓国の新羅時代仏教研究者達の大部分

は、目続蔵経や新惰大蔵経に依存しており、日本にだけ伝来されている近代以前の刊写本の現

状に対して、総合的な検討をしていない。

幸いにも筆者は龍谷大学仏教学科の浅田正博先生の協力を得て、 2013年に龍谷大学図書館に

所蔵される韓国撰述仏教文献の調査をすることができた。そのため、日本に伝来された韓国撰

述仏書を総合的に検討する第一歩を踏み出すことになった。本稿でその最初の試図として龍谷

大学所蔵の韓国撰述仏書の現状と書誌的価値に対して論じ、今後の韓国仏教研究者達の助けに

なればと思う。
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2.韓国撰述仏書の種類

筆者が龍谷大学図書館で探し出した韓国撰述仏書は、新羅時代17種、高麗時代4種、朝鮮時

代 l種である。その中、新羅時代仏舎の全体と高麗時代の 『円宗文類』は日本にのみ伝来して

いる仏書である。特に日本のみに伝来している新羅時代撰述仏書46種の中、 17種が龍谷大学図

書館に伝来しているため、日本伝来新羅時代撰述仏書の37%に当たる文献を龍谷大学が所蔵し

ていることになる九 従って、龍谷大学図書館は新羅時代撰述仏書の宝庫と言えるであろう。

先に新羅時代撰述仏普17種の目録を示すと次の通りである。

種数 書名 撰者 版事項 発行事項 巻事項 龍谷大学請求番号

仁王経疏 円測 鐙写本
発行地 ・発行者不明， 巻上中下

241.2/39 W/1-4 
延亨元年(1744)絞 ( 4冊)

2 1 iff写本
発行地 ・発行者 ・発行年不 巻1-9

241.7/65_W/1-9 
明 ( 9冊)

ト一一一一一 解哲~*、経疏 円測

2 2 筆写本
発行士山 ・発行者 ・発行年不 巻1-9

241.7/288 VV/1-9 
明 ( 9冊)

3 1 筆写本
発行J也・発行者 ・明， 不分巻

241.21203 W 
明治34年(1901)写 ( 1冊)

大態度経宗婆 元l!J't
発行地 ・発行者 ・発行年不 不分巻

3 2 f在写本
明 (l冊)

241.2/24 W 

発行地不明，
241.51317 W 

4 11眠症実子経宗~ 元l郎 木j坂本 松本屋消兵衛蔵版，
不分巻 241.5/430 W 

r1j]< 8年(1711)刻
( 1冊) 241.5/28 W 

024.92/190 W 

発行地不明.
不分巻 241.51175 W 

5 仏説阿弥陀経~J，é 元l脆 木}坂本 CIJ井東右衛門銀枠，

1699年後序
( 1冊) 241.51434 W 

6-7 
遊心安楽道/仏

元i泌 木版本
京都，西村九郎右衛門， 2巻 268.1/228 W 

説阿弥陀経疏 明暦4年(1658)抜 (l冊) 268.1/134 W 

243.6/103 W 
発行i也不明，

8 1 木}坂本 吉田庄丈衛門，
巻本ー末 243.6/102 W 

(l冊) 243.6/191 VV 
高治二歳(1659)刻

024.92/246 W/1-2 
大乗起信論別記 元腕

京都，丁子屋九郎右衛門，

8 2 木版本
出雲寺文次郎，池田屋七兵 巻本ー末

243.61154 W 
衛，誠治 2年(1659)原版， (l冊)

天l凋元年(1781)再刻

発行地不明，大角清兵衛，
巻上一下

024.92/249も1<1/1-2

9 大乗起信論疏 元i斑 木j坂本 井上忠兵衛， 元禄9年
( 2冊)

243.6/68_W/1-2 

(1696)刻 243.6/153 W 
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。種数f ふー聾J名22二重再審ら;}(政号事項iおきib発指議封 弘ト議争責7た:龍主主大争議礎番号凶j
京都，平安畿書鍵井上忠兵衛

巻上中下
10 1 木版本 蔵版，

( 3冊)
241. 5/41_ W /1-3 

無量寿経連義述 元禄12年(1699)刻

文賛
僚興

筆写本
発行地・発行者 ・発行年不

巻上 241.5/277 W 10 2 
明

11 菩薩戒本統 議寂 木版本
京都，佐野伊兵衛 [等J. 巻よ←下

242.4/25_W/1-3 
貞亨元年(1684)故 ( 3冊)

12 海印三味論 明晶 録写本
発行地・発行者不明， 巻 l

263.4/2_W 
[永久元年(1113)] ( 1冊)

13 党網経述記 勝荘 木版本
京城，林重義蔵版， 巻上一下

242.4/52 W/1-4 
正徳 4年(1714)刻 ( 4冊)

14 
華厳経文義要決

表員 筆写本
発行地 ・発行者 ・発行年不 巻1-4

263.2/26 W/1-2 
問答 明 ( 2.f冊)

15 1 木版本
発行地不明，村上， 巻上

242.4/32 W/1-2 
寛文8年(1668)刻 ( 2冊)

ト一一一一一
発行地不明.銅舵坊書林村

巻乾ー坤
15 2 木版本 上勘兵衛長尾平兵衛，

( 2間)
242.4/48 W/1-2 

元禄2年(1689)刻
ト一一一一

15 3 木版本
東京，大村屋線、兵衛 [等]， 巻乾一坤

024.92/219 W/1-2 
明治16年(1883)後序 ( 2冊)

ト一一一一 焚網経古迩言己 太賢

15 4 木版本
京都，福森兵左衛門， 巻下本ー宋

242.4/34 W/1-2 
延主主5年(1677)刻 ( 2冊)

卜一一一一一

15 5 木版本
京都.堀井{専右衛門， 巻下本一末 242.4/35 W/1-4 

延賓6年(1678)刻 ( 4冊) 242.4/36 可万/1-4
ト一一一一一

15 6 木版本
尽都，藤井文政堂山城屋佐 巻下本一末

242.4/33 i万/1-4
兵衛，発行年不明 ( 4冊)

16 本願薬師経古迩 太賢 木版本
発行地 ・発行者 ・発行年不 巻上ー下

241. 7/167 W 
明 (l冊)

17 1 筆写本
発行地不発行者不発行年不 巻上ー下

243.4/344_W/1-8 
f:IJ:I ( 8冊)

卜一一一一一 成唯識論学記 太賢

17 2 筆写本
発行地不発行者不発行年不 巻上ー下

243.4/37 W/1-8 
明 ( 8 1111) 

発行士也不発行者不明，
不分巻 024.1/78 W 

18 法蔵和向伝 極致遠 木j坂本 大安8年(1092)刻，

元禄12年(1699)刷
(1冊) 296.4/149 W 

ょの17種の内、『解深密経疏』、[大慈度経宗要j、『成唯識論学記』は筆写本が各 2件、f大乗

起信論別記jは木版本が2件、『無量寿経連義述文賛jは木版本と筆写本の各l件である。 f遊

心安楽道/仏説阿弥陀経疏jの2種は 1冊として束ねてあり、I党網経台速記jはそれぞれ時代

が異なる木版本上巻と下巻が3件ずつ所蔵されている。乙れを総合的に見たならば、総18種28
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龍谷大学所蔵の韓国撰述仏書の文献的意味

件 (木版本18件、筆写本10件)の新羅時代著述仏書が龍谷大学図書館に所蔵されていることに

なる。

高麗時代撰述仏書の内、現存している約60余種の内、 5種が日本にのみ伝来しているが、こ

の内、 l種が龍谷大学に所蔵されている。そして筆者は龍谷大学図書館において高麗時代撰述

仏書3種をさらに発見したが、その内の2種は挟川海印寺所蔵の木版を印出したもので、 l種

は日本版本でーあった。これらの文献も、やはり珍しく 、貴重な本であるため、重要な研究資料

だと言うことができる。先にその目録を提示すると、次の通りである。

種数 書名 著謀者 版事項 発行事項 巻事項 龍谷大学請求番号

I 円宗文類 義天 筆写本 発行地 ・発行者 ・発行年不明 巻22(1冊) 214/1 W 

木版本
韓国の際111海印寺，発行者不明，

I冊 024.1/285 W 
12世紀刻，大正11年(1922)刷

2 大党国飾文集 義天
韓国の快川海印寺，発行者不明，

205.1/66 W 
12世紀刻.201立紀刷

3 大覚国師外集 義夫 木版本
韓国の侠ハl海印寺，発行者不明，

l冊 205.1/67 W 
12世紀刻.20世紀刷

4 法華霊験伝 了円 木版本
発行地不明，西国庄兵衛， 巻上一巻下

296.4/59 W 
慶安3年(1650)刻 ( 1冊)

上の目録の内、 『円宗文類jは韓国に伝来されておらず、日本にのみ伝来している本である。

この本は総22巻の内、巻 l、巻14、巻22のみ現存しており、残りは伝わっていない。 『大覚国

師文集』と 『大覚閏師外集』は海印寺蔵経閣に所蔵されている木版を1922年に大屋徳成が印出

してきたものである。これについては、次章で取り扱う。そして 『法華霊験伝jは高麗末の僧

侶である了円が法華信仰の霊験を集めて、編纂した本であるが、どのような経路を通して日本

に伝来レたかは分かつていない。

朝鮮時代撰述仏書は l種のみ、龍谷大学図書館に所蔵されている。朝鮮時代仏教撰述の場合、

韓国においても継続して新しい資料等が発見されている状況なため、全文献の種類と数を限定

することは難しい。龍谷大学図書館所蔵の 『禅家亀鑑jは朝鮮時代に、次々に刊行され韓国に

おいてもいくつかの版本が存在しているため、珍しく、貴重な本と見ることは難しいが、日本

において刊行され伝来している点には意義がある。簡単な書誌情報を表示すると次の通りであ

る。

種数 、書名 著言翠者 '版事項 ν発行事項 巻事項 、龍谷大学請求番号

1 1 木版本
発行地不明，吉野屋想兵衛版， 巻本一末 267.2/54_W/1-2 

延宝5年(1677) ( 2冊) 267.2/53 W/1-2 
卜一一一一 禅家亀鑑 休静

1 2 木版本
京都，村上平楽寺， 不分巻

267.2/83_W/1-2 
延宝6年(1678) ( 2冊)
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休静(1520-1604)は、朝鮮時代仏教界で最も偉大な師として評価されている僧侶であり、

彼の著哲 『禅家亀鑑』は朝鮮僧侶達にとって、必読告であったと言える。この本がどのような

経路を通して、日本に伝来されたのかは明らかにされていないが、休静が文禄 ・慶長の役当時、

朝鮮義僧沼を率いた禅教都総摂であったことから、文禄 ・j変長の役時期に伝来したことが推定

される。

以上の龍谷大学所蔵綿国撰述仏書の刊写本を時期と版租別に区分してみると、次の通りであ

る。

新縦模述{弗害 高麗撰述、{弗欝 朝鮮撰述{弗害
時期

木版本 筆写本 フド版本 策写本 木版本 筆写本

11世紀 1 (1) 

12世紀 2 (2) 

17世紀 8(11) 1 (1) 1 (2) 

18世紀 3 (3) 1 (1) 

19世紀 1 (1) 

20世紀 1 (1) 

来祥 2 (2) 6 (8) 1 (1) 

ぷE〉コ. ~+ 15(18) 8 (10) 3 (3) I (1) 1 (2) 。
*組数を茨し、( )の"1"に件数を表示した。

上の表から、総合計は28種34件となる。前の表では新縦時代18種28件、高麗時代4種 4件、

朝鮮時代 l租 2件の総23種34件であったが、改めて28駈34件と整理したのは、『党網経古迩記j

が、各巻の時代別板刻時期が異なり、重複計算されていたためである。上の表から分かるよう

に、現存している龍谷大学所蔵韓国撰述仏暫は新羅時代撰述仏書が最も多く 、その中でも17位

紀の木版本が多い。特に太賢の 『党網経古遊記jに対する日本僧侶の註釈書が多く見られるこ

とが特徴であり、龍谷大学図書館に所蔵されている中で、木版本として印出された目録は次の

通りである。

曾名 著謬者 発行事項 巻事項 龍谷大学請求番号

党綱緩古迩科本 著者未d+
発行地不明，中II原氏是 巻下本ー末

242.4/31 W/1-2 
椛干リ， ~安 3 (1650) (2 H!D 

新緑背丘沙門太賢古迩;
京都，大和屋伊兵衛， 巻1-6

党網経古辺jS己搬要 日*~丘沙門洞空撮要: 242.4/44_¥ν/1-6 

門人選盛分合
点亨3(1686)民主 ( 6jll}) 

焚網経古辺j記f必要 太賢集 ;洞空銭
洛陽，大和民伊兵符L 巻ト6

242.4/43 W/1-6 
貞享3(1686) (6 nU) 
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龍谷大学所蔵の韓国撰述仏書の文献的意味

発網経古漣記科解
太賢述記;叡尊科解; 洛陽.文萱屋字平. 巻下本ー末

024. 92/215_vv/1-2 
慈光校健 元禄3(1690)序 (2冊)

党網経古漣記撮要
太賢集;洞空集記

京都，大和屋伊兵衛， 巻上中下
242.4/47 W/1-3 

纂釈 元雄12(1699) (3冊)

発網古漣折衷 太賢集;養存補
発行者不明. 巻1-5

242.4/71 W/1-4 
元禄15(1702)偏 (全5巻4冊)

発網経古蹟記資講
通玄述

大坂浅野弥兵衛重光， 巻1-10
242.4/39_W/1-5 

銀P 正徳6(1716) (全10巻5冊)

上のこれらの註釈書が17世紀後半に 5件、 18世紀前半に 2件が刊行された点を見ると、 17世

紀後半から18世紀前半に太賢の『党網経古迩記』に対する関心が増加したことが分かる。

3.韓国撰述仏書の書誌的価値

『仁王経疏jと f解深密経疏jは円測 (613-696)の著述である。円測は新羅で生まれたが、

幼い時から中国に渡り、そこで一生を終えた卓越した唯識学者であった。彼は玄笑 (602-664)

の弟子になり、新唯識を学び、西明学派を始めたことから、窺基 (632-682)の慈思学派と合

わせて法相宗の両大山脈を築き上げた。著述として『仁王経疏j、『般若心経賛』、 f解深密経

疏』、『無量義経疏』、『百法論疏j、『二十唯識論疏』、 f成唯識論疏j、『六十二見章j、『阿弥陀経

疏』、『観所縁縁論疏j、『広百論疏j、f大因明論記j等があったと言う 4)。正倉院文書によると、

奈良時代にはすでに円測の著述の大部分が筆写された跡が見られるが日、現在にも伝わってい

るものは f仁王経疏j、『般若心経賛』、『解深密経疏j、『無量義経疏勺の4種である。この内、

『仁王経疏jと『解深密経疏jが筆写本として龍谷大学図書館に伝えられている。『仁王経疏j

は4冊で構成されているが、巻上末の巻尾に“元文二年四月廿一日於雨中閑居交貼了貼本云

天喜三年八月十二日辰時貼己長講曾講師明範院聴衆僧経讃招提寺五室宗祐宝永元年九月

白書寓之如幻慧巌延享改元申子六月廿二日涛署知蒸奔寓了願生生遊般若波羅蜜海者也"と

筆写されている。この筆写記は大谷大学所蔵本を底本にしており、平安時代写宝寿院蔵本を甲

本にして作られた大正新情大蔵経第33巻に収録されている『仁王経疏jの記録と一致すること

から、龍谷大学図書館所蔵本もやはり同じ系統の筆写本だと言える。『解深密経疏jは2件各

9巻の筆写本があるが、共通していることとして巻9末の巻尾に、“経文未寛宜有次疏惜哉此

本整)子第九巻後撃須尋而全備鷲"と筆写されている。以上、龍谷大学図書館に所蔵されてい

る円測の 2つの著書は京都大学と大谷大学等にも筆写本が伝わっているが、どれが模本なのか

明らかにされていない。

I大慧度経宗要』、『無量寿経宗要』、『遊心安楽道7)J、f仏説阿弥陀経疏』、『大乗起信論別

記』、 f大乗起信論疏jは元暁 (617-686)の著述である。彼は義湘 (625-702) と共に新羅時代
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仏教において最も偉大な僧侶として評価されている。中国に遊学することはなかったが、学問

的水準は中国の僧侶達と対等であり、むしろ彼の著述が中国に渡り多くの影響を与えた程であ

るo 元暁の著述は日本にも伝えられ、新羅時代僧侶の中でも、一番多くの文献が現在にまで伝

来されており、彼の著述として知られる約80余種類の内、『大慧度経宗要』、『法華経宗要J、

『華厳経疏』巻3、『理路本業経疏j巻下、『混繋経宗要』、『弥勅上生経宗要』、『解深密経疏j

序文、『無量寿経宗要j、f仏説阿弥陀経疏』、 f遊心安築道』、 f菩薩戒本持犯要記j、『焚網経菩

薩戒本私記j巻上、『金剛三昧経論j、『大乗起信論別記』、『大乗起信論疏』、『二障義』、『判比

量論』、『中辺分別論疏』巻3、『十門和静論j断片、『発心修行章』、『大乗六情機悔』、『弥陀謹

性偏』、等は現存している 810 この内、『解深密経疏J序文、『金剛三昧経論J、『十門和静論J、

『発心修行章』、『弥陀謹性偶j等を除外して、計17種が日本に伝来されているが、龍谷大学図

書館には 6種が所蔵されている。龍谷大学に所蔵されている 6種の内、木版本で『大乗起信論

別記j、『大乗起信論疏』、『無量寿経宗要』、『仏説阿弥陀経疏』、『遊心安楽道Jがあり、筆写本

で『大慧度経宗要Jがある。木版本は17-18世紀に刊行されて、筆写本は20世紀初に作られた

ものと発行年未詳のものがある。木版本の場合は、筆写され伝来しているものが、いつ頃から

板刻されたのか、系統を検討する必要があり、筆写され伝来しているものを集めて、分析する

必要があるo

『無量寿経連義述文賛』を著述した僚興(7世紀)は、元暁、太賢と合わせて新羅時代の 3

代著述家として知られているor東域伝燈目録』、『新編諸宗教蔵総録』、『注進法相宗章疏j、
『法相宗章疏』等の目録を見ただけでも、唯識関連17種、浄土関連12種、浬繋経関連4種等の

40種を超える多くの著述を残したことが分かるが、現在にも伝わっているものは『無量寿経連

義述文賛』、『三弥勅経疏j、『金光明最勝王経略賛』のみであるヘこの内、龍谷大学図書館に

は木版本と筆写本の『無量寿経連義述文賛』が所蔵されている。木版本は上中下巻が全て揃っ

ているが、筆写本は上巻のみある。筆写本は9行18字51張で構成されており筆写時期と系統は

分かつていない。しかし木版本と対校して文字の変化を調査してみたら、木版本の模本を筆写

したのか、それとも別の系統を筆写したのかを推定することできるはずだ。

『菩薩戒本疏Jを著述した義寂 (7-8世紀)は、義湘の十大弟子の一人として知られてい

るが、生没年代についての解釈がいくつかあり、事実を把握することは難しい10)。彼の著述に、

約20種があったことを推定できるが、『菩薩戒本疏』、『法華経集験記jが完全な形態で残って

いる。そして『法華経論述記』は 2巻中、上巻のみ残っており、『無量寿経述記』は 3巻中、

第1巻が復元された11)。龍谷大学図書館には、 1684年に刊行された木版本『菩薩戒本疏jが所

蔵されているが、この本が10行20字の明朝体で板刻されていることから、 17世紀に中国から伝

来された寓暦版大蔵経の形式に影響を受けて刊行されたことが考えられる。

『海印三昧論jを著述した明晶 (7-8世紀)は700年頃、北インドの僧李無諸に『不空縞索

陀羅尼経』の翻訳を要請した明暁と同一人物であると推定されているが問、彼のその他の著述
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は知られていない。『海印三昧論jは間続蔵経第二編套四冊に収録されているが、龍谷大学図

書館所蔵本とは少し違いがある。龍谷大学図書館所蔵本は、海印三昧図に続きすぐに、“論日

此法門者"と始まり、末尾には“永久元年突巳八月廿白書鶏了筆生助範"とあり、続いて、

“己下偏頒七言廿八句私局易讃直書添言"といった後に、別に海印三昧論頒を筆写しているが、

目続蔵経に収録されているものは、海印三昧図に続いて、海印三昧論頒を載せた後に“論日此

法門者"で始まり、末尾に“永久元年……助範"、その次に、“事保六年三月以城乾高山寺臓本

封校"とあり、別途に海印三昧論頒を載せなかった。すなわち龍谷大学図書館所蔵本が模本と

したものは、 1113年(永久1)に筆写されたものであり、末尾に筆写者が本文中の図印を読む

ことが難しいため、簡単に読めるように附録として海印三昧論頒を筆写したことが分かる。そ

して日続蔵経に収録された『海印三昧論jは、 1721年(事保6)に高山寺にあった筆写本を対

校して載せたものだと考えられる。

『党網経述記』を著述した勝荘 (8世紀初)は、円測の弟子でありながら、唐の義浄が703年

に東都の福先寺と西京の西明寺で、『金剛明最勝王経』、『能断金剛般若経J、『弥勅成仏経j、

f百一渇磨j、f六門教授論』等、経律論20部115巻を撫訳・註釈をする時に、謹義を任されたほ

どの高僧であった13)。著述には『金剛明最勝王経疏j、『発網経述記j、『成唯識論決j、『雑集論

疏j、『仏性論義』、『大因明論述記j、『起信論問答j等があったという。この中、龍谷大学図書

館に所蔵されている f発網経述記jが現在にも伝わっており、 1960年代に安啓賢により『金光

明最勝王経疏jの輯逸本14】が作られたこともあったo 現存している f発網経述記jは筆写、伝

来されてから1714年に刊行されたように見えるが、 10行20字の明朝体で板刻されたと見たなら

ば、この本もやはり17世紀に中国から伝来された寓暦版大蔵経の形式に影響を受けたものと考

えられる。

『華厳経文義要決問答jを著述した表員(8世紀)は、新羅の皇龍寺僧侶という記録以外に

は、他の資料がなく、詳しいことを知ることができないロこれまで明かされた『華厳経文義要

決問答jの筆写本は佐藤達次郎旧蔵本、延暦寺所蔵本、東大寺四聖蔵本、龍谷大学所蔵本、京

都大学所蔵本、東大寺松原文庫本等がある 15)。龍谷大学図書館所蔵本 1面の白文長楕円印に

“正徳四甲午"という文字が押してあるが、正徳4年 (1714)に筆写をしたということなのか、

それともこの時に所蔵を開始したという意味なのか、不確実である。

『党網経古迩記j、『本願薬師経古迩』、『成唯識論学記jを著述した太賢 (8世紀)は、元暁、

僚輿と合わせて新羅時代3代著述家として知られている。因明関連20種、唯識関連17種、信何

関連8種等、 50余種の中で、現存している著述は『党網経古迩記j、『菩薩戒本宗要』、『本願薬

師経古迩』、『成唯識論学記』、 f起信論内義略探記jの5種にしかすぎないへその中龍谷大学

図書館に木版版として『党網経古迩記』と『本願薬師経古迩j、筆写本として『成唯議論学記j

が所蔵されている。『党網経古迩記jは上巻と下巻の発行年代が互いに違うが、合わせると完

本になる。前章で論じたように、この本の註釈書が17-18世紀日本において、多数刊行された
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ことから、当時戒律に対する関心が増加していたことを推察することができる。『本願薬師経

古迩Jは、木版本で発行事項が明らかではない。唐と新羅において叙述された薬師経註釈害等

があったと言うが、完壁に残っているものは、太賢のものしかなく、同時代日本の善珠(724-

797)の『薬師経疏』が伝来されており、対比するヘ『成唯識論学記』は 8冊の筆写本が2件

あるが、そのすべての発行事項が明らかにされておらず、 10行20字で筆写されている。この本

は『成唯識論』に対する、現存する唯一の韓国撰述註釈書であるため、当時の新羅唯識学の水

準を表していることからも大きな意味がある。

f法蔵和尚伝』を著述した雀致遠 (857-? )は、新羅時代最高の儒学者として評価を受けて

いる。著述の中に詩文集として、『桂苑筆耕』、『雑詩賦』、『中山覆植集J、『四六集』等があり、

史書には『帝王年代暦jがあるD 仏教関連著述は、『浮石尊者伝j、『法蔵和尚伝』、『釈利貞

伝』、 f釈順応伝』、『普徳伝』、『四山碑銘jである。しかし現存しているのは、 f桂苑筆耕』、

『法蔵和尚伝』、『四山碑銘』のみであり、その他は『東文選Jに残っている詩文や寺記等にそ

の片鱗だ貯が伝えられている。周知のように法蔵 (643-712)は、智億 (602-668)の弟子とし

て新羅義湘と同門で学び、中国華厳思想、を集大成した人物として知られている。崖致遠が法蔵

に対する伝記を著述した意図が何であったのかは明らかではないが、彼が海印寺にいた904年

に著述18)したと見れば、当時海印寺が華厳宗の寺剰であったことと無関係ではなかったと考え

られる。

義天 (1055-1101)は高麗文宗の4番目の子供であり、編著には『円宗文類J1部、『新編諸

宗教蔵総録J、『釈苑調林J1部、『成唯識論単科J、『八師経直釈』、『消災経直釈』、『三家義疏』

等があったという。しかし、現在に伝わっているものは、『円宗文類』、『新編諸宗教蔵総録J、

『釈苑詞林』、そして義天の文字を集めて編集した『大覚国師文集jと『大覚国師外集jである。

その中の『円宗文類J、『新編諸宗教蔵総録』は日本のみに伝わっている。ところで、龍谷大学

図書館所蔵本の『円宗文類』巻22の巻尾は“翰林院図書中臣李祐書"となっているが、目続蔵

経に収録されている『円宗文類』巻22には、そのような文句は見られず、巻尾に“南都東大寺

古蔵中多蜜損僅残此一本。其飴尋之未得。惜哉。漉涙留意。契空。或時契空淳業師。来訪余舘

市談軍此事。 {Jj約諾而領掌。頂戴歓喜不少。即命策賢慈眼法師令摸鶏鷲。背賓永七年載次庚寅

夷則九日四聖坊法印晋性別"となっている。すなわち目続蔵経に収録されている原本は1710

年に東大寺にあった筆写本を慈眼法師が模写したものであり、龍谷大学図書館所蔵本は東大寺

にあったものと同時代、あるいはそれ以前に筆写されたと考えられる。そして翰林院は高麗時

代に王命によって教書や制詰等を作成していた場所であるため、その場所の官吏が筆写したと

いうことは義天が王族であった点と、無関係ではないはずだ。

義天の文字を集めて編纂された『大覚国師文集jと『大覚国師外集』は海印寺に、その木版

が残っている。龍谷大学図書館に所蔵されている『大覚国師文集j(024.1/285_VV)は大正年

間に大屋徳成が海印寺に行き、直接印出したもので、『大覚国師文集』の前張に次のように印
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出経緯を筆写している。

大正十一年春通課生金承法ラ伴ヒ朝鮮ヲ巡趨ス四月下旬夫齢、百済ノ腰塩シ弔ヒ錦江ニ泥

ヒテ大郎ニ還ル時ニ春雨粛粛トレテ舞レズ掩留敷日什五日晴ニ曾ス乃チ料紙ツ負ヒ洛東江

ツ渡リテ高霊へ往キ更ニ馬ニ跨リテ伽仰ノ山径ツ越ユ時ニ春己老イ新緑谷ツ埋ソ李花淡ク

レテ夢ノ如リニ開ケリ黄昏山門ニ達レ滞留九日ニ及ピ日ス寺僧ニ蝿レテ経板ヲ揚寓セレム

新板ハ雑板庫中ニ獲ルトコロニレテ麗朝ノ離造ニ係リ外集ト爾ナガラ不完ト雄モ貴プ可レ

寺ハ義天隠棲慮青山背ラ回リ碧流前へ臨ム虞ニ塵外ノ浮域懐古ノ情堪ス

現在海印寺に保管されている f大覚国師文集』の木版は欠失の部分が多く、現存している版

本の印出時期によって、欠落の度合いが異なるロそのため、研究者遣は新しい木版や版本が発

見されることを期待して待っているが、大屋徳成が1922年に印出したこの本は20世紀のものと

しては一番古いものであるため、今後他の版本との対比を通して、落丁の加減を調査する必要

がある。

『法華霊験伝』を編纂した了円(14世紀)に対する資料はなく、詳細に知ることはできない。

この本が『法華経j信仰を高揚するために編纂されたと見たならば、彼が天台宗の僧侶であっ

たことを推察することができる。この本は高麗後期に水原高義寺において初めて刊行されたが、

現在は残っておらず、 1534年(中宗29)に高倣文殊寺で刊行されたものが一番古い版本になる。

また1544年(中宗39)に安辺釈王寺において、 1652年(孝宗3)には宝城開輿寺において刊行

されたものが現在にも伝わっている制。龍谷大学図書館所蔵本は1650年に板刻されたものであ

り、高義寺本、文殊寺本、釈王寺本の中の一つが底本になり、日本において刊行されたことが

考えられる。

『禅家亀鑑jを著述した休静(1520-1604)は文禄・慶長の役以前からすでに僧家の指導者と

して評価を受付ており、戦争が勃発するや禅教都総摂に任命され、義僧軍を集めて戦場にも直

接出たことから、朝鮮後期に僧俗を問わず、最も尊敬を受けた僧侶となった。休静は f禅経

釈j、f禅経訣』、『心法要抄』、『三家亀鑑』、『説禅儀』、『雲水壇歌調j等を著述し、彼の文字等

を集めて弟子達が f清虚堂集jを編纂した。これらの本はすべて現存しており、『禅家亀鑑』

は11種の異版がある200 そのため日本で刊行された『禅家亀鑑jに対しては、特別な意味を持

つことが見出すことができなかった。しかし、どのような経路でこの本が日本に伝えられ、ど

のような影響を与えたのかは研究をする必要があると考えられる。

4.終わりに

これまで龍谷大学図書館所蔵の韓国撰述仏書の種類と価値について論じた。これを通して、
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現在にも伝わっている新羅時代撰述仏書54種中の46種、高麗時代撰述仏書5種が、日本にのみ

伝来されている事実を確認し、その中の新羅時代撰述仏書18種と高麗時代撰述仏書1種が龍谷

大学図書館に所蔵されていることが分かつた。それだけでなく、日本で発行された高麗時代撰

述仏書1種と朝鮮時代撰述仏書1種、そして20世紀初めに韓国で印出された高麗時代撰述仏書

2種を確認することができた。これらの文献の多くは、配続蔵経や大正新惰大蔵経、そして

『韓国仏教全書jに収録されているが、前近代期に発行された原本であったという点から、書

誌的研究価値が高いと言える。

それにも関わらず、前近代期に発行された韓国撰述仏書の原本に対する総合的検討が成され

ていない状況である。幸いにも筆者は2013年に龍谷大学図書館所蔵韓国撰述仏書を調査するこ

とができ、本稿においてそれに対する総合的書誌事項を取り扱った。今回の論文を始まりとし

て、日本全域にある学校及び、寺利図書館を調査して、韓国撰述仏書の全貌を把握することが

できたならば、日本所在の韓国撰述仏書研究のみならず、韓国仏教研究、さらに進んで日本仏

教研究の助けにもなるはずだ。

• This work was supported by the N ational Research Foundation of Korea Grant funded by the Korean 
Government (NRF・2007-361-J\~0015).
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